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平成２０年度第２回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
日時：平成 20年 10月 14日(火) 10時 25分～11時 55分 
場所：室蘭工業大学 共同利用施設 S201  
主催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
航空機用ジェットエンジン技術の現状と課題 
―環境対策を中心にー 
客員教授 藤綱 義行 
(超音速輸送機用推進システム技術研究組合) 
２１世紀に入って１０年も近づいているが、航空機用ジェットエンジンについては二つの大きな課題
が存在している。その一つは居住ひいては地球環境保護対策であり、他の一つは石油燃料高騰対策であ
る。前者については、低騒音、低エミッションの実現が求められ、後者からは低燃料消費や石油代替燃
料の実現が求められている。勿論、これらの課題は２１世紀になって突然降って湧いたものではなくて、
２０世紀後半においても大きな課題ではあったが、いよいよ抜本的なソリューションが求められている。
それらへの要求が現在開発されている航空エンジンで如何に取り込まれているか、またそれを支える技
術開発はどのようなものかを概括する。 
たとえば、低騒音化技術について見てみよう。下記の図は航空機の就航年を横軸に、騒音レベルを縦軸
にとったものであるが、赤い線の国際民間航空機構（いわゆる ICAO）の規制値と運航中の航空機の騒音
レベルの関係を示している。現在は Chapter４と呼ばれる規制値が適用されているが、今後は空港周辺
住民の要請によって一層厳しい規制値が採用されると予想される。図中に EUの ACAREプロジェクトの
２０２０年の目標を緑の線で示しているが、欧米と日本の技術革新競争の結果、日本の技術が２０２０
年の時点で目標技術水準に達していなければ、市場から駆逐されるわけである。この事情は低廃棄物化、
特に低 NOｘ化、低 CO２（＝低 SFC）化についても同様であるが、これらの分野の国内外の革新技術につ
いて展望する。 
 
イノベーション・ジャパン２００8(出展終了) 
主 催：科学技術振興機構、ＮＥＤＯ技術開発機構 
共 催：文部科学省、経済産業省、日経ＢＰ社 
日 時：平成 20年 9月 16日(火)～18日(木) ，10:00～18:00 
場 所：東京国際フォーラム 
参加者：45,345 人 
出 展：金属アルコキシドの低コスト、高効率な新規製造方法  世利 修美 教授 
    SKIT: 全てのソフトでユニバーサルな手書き図形入力  佐賀 聡人 教授 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直近の行事予定 
１．主催・共催行事 
 1)産学官連携による医療産業の創出に関する勉強会(第 1回) 
 日 時：11月 12 日(水)，18:00～ 
 場 所：JST イノベーションプラザ北海道(北海道札幌市北区北 19 条西 11丁目) 
 参加自由 
 2)高度技術研修会（建設設備の防食技術講習会） 
       日 時：11月 14日(金)，13:00～17:30 
 場 所：青山オーバルビル（東京都渋谷区神宮前 5丁目 52番 2） 
 内 容：http://www.muroran-it.ac.jp/crd/oshirase.html 
 3) 大学企業技術交流会（フロンティア技術検討会） 
       日 時：11月 26日(水)，14:00～ 
 場 所：ホテルサンルート室蘭 
 内 容：モノづくり室蘭シンポジウム 
  ～モノづくり推進会議地域活性化リレーシンポジウム in室蘭～ 
  基調講演：｢演題未定｣ 
   佐伯 弘文氏（神鋼電機(株)会長） 
  一般講演 2題：新日本製鐵(株)，JSW 日本製鋼所より 
  総括講演：「モノづくりのパラダイムシフト－制約条件を乗り越えて－」 
     千野 俊猛氏（モノづくり推進会議主事、日刊工業新聞社社長 
参加行事 
1)ビジネスＥＸＰＯ(第 22回 北海道 技術・ビジネス交流会) 
       日 時：11月 13,14 日(木,金) 
 場 所：アクセスサッポロ 
 出 展：6テーマ 
  *圧力・有機溶剤に反応し，酸素・窒素濃縮にも使える材料 
  *安価な小型燃焼器の燃焼効率改善技術 
  *コンクリート健康診断ソフトウェア 
  *施設等提供サービスの評価 
  *超音波モーター・アクチュエータ 
  *汎用の製造工程・人事管理基本ソフトウェア 
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